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お願いとご注意 


SoftBank 101 N 



お買い上げ品の確認 


このたびは、にが tBank 101 N」 をお買い上げいた 
ださ、まことにありびと5ございまず。 

■ 10 1N 本体 



■電池パック 
( NEBAW 1) 


■ SD 力ード (2 GB ) 
简供品） 



■ ワイヤレスチャージヤー ( NEEAW 1) 


<ワイヤレスチヤージヤー> < 専用 AC アダプタ> 





■充電用 micraUSB 変換 ■ micraUSB -03 .已変換 
アダプタ ( NECAW 1) アダプタ ( NEDAW 1) 



■ワイヤレスチャージャー■保註書(本体、ワイヤレ 
取扱説明書 スチャージヤー） 


万一捆包内容に不足がある場合は、お買い上げの販売 
店にご連絡ください。 

その他オプシヨン品につきましては、お問い合わせ巧 
( P .42) までご連絡ください。 


-本書では、に〇れ巨 ank …1 N 」 を r 本機」と表記して 
いまず。 

-本書では、 「 micraSD メモリカード 」/ rmicraSDHC 
メモリカード」を rsD 力ード j と表記しています。 

• 本書の操作説明は、キーイラストを簡略化して記載 
してし1ます。 

-ワイヤレスチャージャーについては、「ワイヤレス 
チャージャーについて」 ( P .21) と「ワイヤレスチャー 
ジヤー取扱説明書」をご参照いただを、正しくご使用 
<ださい。 


厂 








か-とル-ルを守り链に腳しましよう 


A を険 


こんな使いかたはやめましよう 

本巧巧ご利用になるときに、誤った巧りかたをずると 
けがやな房の原因とな D まず。 





% E » こんな場合は必ず電源を切りましよう 



[ マナーモード] 

周囲の方の迷惑にな5ないよラ，本機から音び出な 
いよラにします。 

ホーム画面で電源キ ー( 長巧し）一 r マナーモード J 
I 留守番電話サービス I 

電放の届かない場巧にいるとをや、電話に出5れな 
いとをに、留守番電話センターで伝言メッセージを 
お預か0しまず。 


广 



































































まき上のご注意 


• ご语用の前に、この r 安全上のごを意」をよくお読みのうえ、正しくお巧 
い < ださい。また、お読みになつたちとは大切に保管してください。 

• ここに示したを意事項は、お使いになる人れ化の人への J 6 害、巧産へ剧 i 
害を未巧に巧ぐための巧容を IS 載していますので、化ずお巧0 ください。 

• 本裝品の巧障、誤動作または不具合などにより、通話などの巧会を逸した 
ために、お客がまたはま云ちが受け5れた損害につきましては、当社は 
■任を負いかねまずのであ5か Ufe ご了をください。 


表示の説明 


巧の表示の区巧は、表示巧容を守5ず、誤った巧巧をした場合に生じるち害 
や損害の程度を説巧しています。巧容をよく巧鸦したラえで本でをお読み 
<ださし、。 


A 危険 

この表示は1取 D 扱し巧誤った場合、 r 巧 t または 
重傷"1を負ラ危険び切迫して生じることび想定 
される J 內客です。 

A 警告 

この表示は.巧り巧し巧誤った場合, r 巧 t または 
重垣 SI を負5可能性が想定される J 巧容です。 

A ま意 

この表示は.おり扱いを誤った場合、 r 程傷 w を負5 
可能性び想定される場合およぴ物的損害 W のみの 
発生び想定される J 内容です。 


夕1重傷とは、ホ巧•けび•高温やけど•ほ温やけど(体温より高い温度の 
発熱体を長時間肌にちてているとな巧、水泡などの症找を起こすや 
けど）•感里•骨折•中毒などで、をち症が残るものおよび治療に入院 
や長巧の通巧を要ずるわのをさします。 

*2 程傷とは、を療に入院や長巧のほおを要さない、けが•やけど•感里 
などをさします。 

夕3巧的損害とは、家屋•家巧およぴ家皇•ぺットなどにかかわる巧大損 
害をさします。 


お表示の説明 


巧のお表示の区巧は、お守りし化だく內容を説明していまず。内容をよく S 
巧した5えで本でをお読み < ださい。 


0 

Hit 

禁止(してはいけないこと)を示します。 

WSIlt 

巧おしてはいけないことを示します。 

® 

水 il れ Hit 

水がかかる場巧で使用した0、水に*6した0し 
てはいけないことを示します。 

d) 

巧れた手で扱つ口まいけないことを示します。 

，打丹址 


f 

指示に基づ < 行為のおお(必ず実巧していただ< 
こと)を示しまず。 




を 

WB ブラク 
茹く 

里湿プラグをコンセントから巧いていただくこと 
を W します。 



本煤•電池パック ‘ USIM 力ード，八ごアダプタ 
(オプション品）•充電用 microUSB を換アダプ 
夕 • microUS 巳-ホ3.已変換アダプタぷ〇力ード 
(試供品)の取り扱いについて(共通） 


A ち巧 


〇 本巧に巧用ずる S 池バック ’AC アタプタ•巧ま用 microUSB 巧巧ア 
_ タブタ •microUSB-03.5 を巧アダプタは、ソフト K ジクび担ちした 
ちちをのを巧用してくださ U。 

指定品 L リかのちのを使巧した場合は、里おバックの涅液•発お’面を- 
寬义や、 AC アダフタ • 巧里巧 microUSB 変巧アダフタ • microUSB- 
¢3.已恐8アダプタの発な•発义•巧障などの原因となります。 

® 巧餐•改這 ‘A ンタ巧けなどお客なによる巧巧をしないでください。 

义が•けが•感呈などの事故またはな障の原因となります。また、星巧 
バックのち巧•発な’巧を•発火などの原因となります。 

本機の改造は里紙ち違反となり、罰則の巧まとなります。 

涵 S さないでくだを U。 

水やぺットの巧などの液体び入ったとさに、巧れたまま®豆した D、 
巧れた里おバックを巧里ずると、発新•感呈•父が•けが•巧房などの 
原因とな日ます。 

使用場所、取り扱いにごを意くださし、。 


0 SS になる坦闭(义のそば、巧房苗具のそば、直が曰巧の当たる巧巧、 
巧天下の車巧など)で巧里•巧用•は画しな U で < ださい。また、巧か 
«とい場巧やなのこを0やす U 場所(こたつや S ちちホのや、巧巧カイ □ 
のそばのポケット巧など)においてを同巧のち巧ぴちりまずので、巧 
空•巧面•巧用•巧巧しないでくださ U。 

巧おの変お • 巧障や里おバックの涅巧•発な•発义 • 巧おの原因とな D 
ます。また、ケースの一がび巧くな D 、 やけどなどの原因となること 
があ0まず。 

Q 本曲こ空池ルックをおり巧けたり、 AC アダブタ•巧朋 microUSB 
巧沒アタブタ ‘microUS 巳-ホ3.日を巧アダプタを挂病するち、ラま 
a と < 巧り巧けや接病がでさな U とさは、 »a に巧わな U で < ださい。至 
巧 A‘ ジクや地子の向さを届かゆてか己、巧0巧けや接規を巧って< 
ださし、。 

里巧バックを涼夜•発盘•玻留•発义させるなどの原因となります。 


广 

























1 A 警告 1 


〇 

mt 

本篇•巧おルック ‘ AC アダプタ•巧 a 用 microUSB 空巧アダプタ • 
microUSB -03 .日密巧アタフタを、加商黄 a 巧捐(空子レンジな 
ど）•亩圧客お(圧力まなど)の中に人れたり、空旧黄9器 ( IH 弱9器） 
の上に BU たりしないでください。 

里おバックの届液•発を•巧を•発义や.本な ’AC アダフタ•充至用 
m 忙 roUSB 変巧アダフタ. micraUSB -03.5 変巧アダプタのを麻. 
発煙•発义•苗!岸などの原因とな D ます。 

〇 

括巧 

ブ □/< ンガス、ガソリンなどの弓快せガスやが B の発左ずる巧抓ガソ 
U ンスタンドなど)では、おず事前に本«の g 面をお切りください。ま 
た、巧ちをしなし1で< ださい。 

ガスに弓1义する巧れがあります。 

ガソリンスタンド巧巧などでおサイフケータイ®巧応巧ち里話をご吊 J 
用になる居は、里湿を切った状態で使用してください(おサイフケー 
タイロ ックを設定されている場合は、ロックを巧除した上で里源をお 
切りください)。 

0 

mt 

否とした0、巧げたりして、挂い面 g をちえないでくださ U 。 

里おバックの磊液•発巧•巧を•発乂や义巧•感里•巧障などの原因と 
な0ます。 


巧用中•巧否中•巧含時に、き音•発垣•き g など、今までときなること 
にちづいたとさは、巧の巧美を巧って < ださい。 

1 . コンセントか 5 AC アダプタを持ってプラグを巧いてくだごい。 

2. 本柱の里あを切ってください。 

3. やけどやけびにを意して 1 電池バックを取 D 外してくだごい。 
きながげ想のまま使用すると，火災や感里などの原因となります。 

0 

mt 

巧節子に水やベジトのななどの液巧や巧 Stt 男巧(巧 g のあや 
金属片、金属おのネックレス、ヘアビンなど)びせれないようにしてく 
ださ U 。 また巧がに入れないよ3にしてくださ U 。 

シヨートによる义おやな障などの原因となります。 


1 A ミち意 1 


〇 

mt 

ぐ S ついた台の上や巧いた所など、不安をな巧所に B かなし>でくだ 
を U 。 

否下して、けびや巧度などの原因とな D ます。バイプレータ設定中や 
巧里中は、特にごミま意ください。 

を 

み巧巧の手の届かない S 巧に巧售して< ださい。 

誤って巧み込んだ0 .けがなどの原因とな0ます。 

〇 

括巧 

モおび巧用ずる巧合は、巧ま者び巧0巧い方法を巧えて < ださい。巧 
用中にお U てを、指示どお0に巧用しているかをごま S < ださい。 
けびなどの原因となります。 


0 湿気やほこ 0 のをい場巧や亩巧になる巧所には、巧隹しな u で < だ 
さし、。 

^ 巧障の原因とな D ます。 




電池パックの取り扱いについて 


L _ A を険 _ ] 

巧池バックのラベルに巧巧されている表示により、巧,せの挂巧を巧認した 
上で、ご利用•化巧をしてください。 


表示 

里ミ巧の種お 

Li-ionOO 

U チウムイオン至お 


^义の中に巧下しないでください。 

里巧バックを夏巧•巧を•発乂ごせるなどの原因とな0ます。 

禁止 


0 
« 止 

巧を剌した0、 A ンマーでたたいた0、垣みつけた0、团い街 g をち 
えな U でください。 

醜バックを涼夜•発盘•玻留•発义させるなどの原因となります。 

0 
« 止 

宙巧バックの班子に、がをなどのを届巧を接«さなないで < ださい。 
また、吾至巧 S 巧(巧まの芯やを属片、を属巧のネックレス、ヘアビン 
など)と一篇に否おバックを持ち厘んだ〇ほ芭した日しないで<だ 
さい。 

里おバックを i 巧•患訊•旧疫•発火させるなどの原因とな日ます。 

〇 

指5 

宙巧バック巧がの巧び旧の中に入ったとさは、こす S ず、すぐにされ 
いな水で巧 US し、ただちに医師のを S を受けて < ださい。 

巧巧などの原因とな0ます。 


1 A 警告 1 


〇 

挂5 

里巧ルック巧奇!の巧ぴ田«やおおにけ麵した坦合は、ただちに本巧 
の巧用をやゆ、され U な水でホい雨して < ださい。 

お*に煩害を起こすなどの原因とな0ます。 

〇 

指5 

巧ちの巧函時因を趕えてを巧まび竞了しな U 場合は、巧まを中止し 
て < ださい。 

里おバックを i がを熟•旧留•発火させるなどの原因とな日ます。 

〇 

挂5 

S 巧バックの巧用中•巧否や•保官時に、是夏•巧餘•を色•巧おなど、 
今までと夏なることに気ヴ U たときは、やけどやけがにま意して S 
巧ルックを巧り巧し、さ S に义気か S まだけてくださし、 

異常な巧態のまま使用すると、里おパックを香液•発窃•破を•発义さ 
せるなどの原因とな0ます。 

〇 

挂5 

宙巧バックび篇巧した o 、 ss びするとさは、ただちに店用をやめて 
义気か百适だけて<ださい。 

是巧した巧巧に引义し、発义や旧留の原因となります。 

0 

Hit 

S 下による巧おや g など巧がか S の巧 g によ〇宙巧"ックに夏常び 
見5れた S 合は、ただちに巧用をやめて < ださい。 

里巧パックの有液•発熟•破裂•発义や巧おの巧度•义災の原因となり 
ます。 

〇 

指5 

べットが SilW (ックに旧みつかないよ5ごま*<ださい。 

里巧パックの吾巧•発热•巧製•発义やな器の巧陣•义巧の原因とな D 
ます。 


厂 






































A ミち意 


&不要になった巧池ックは、一巧のゴ5と一括に巧てないで<だを 

^ 端デにテープなどを化 D . 個別回収に出すか . S 寄 D の「ソフトバンク 
ショップ J へお持ちくださし、。 

里巧を分別している巿町村では、その規則に巧っての巧してくだす 
し、。 


本機の巧0巧いについて 


A 警告 


0 自巧車•バイク•白ち車などのまり构の里坛中には巧巧しないで<だ 
を U 。 

^ 交通事故の原因となります。 

棄り物を里おしなが6携帯 S 語を®巧することは.法律で禁止され 
ており,面則の巧まとなります。 

里面者び使用する場合は、駐存車が禁止されていない安をな場巧に 
止めてからご使用ください。 

〇 巧 ns なお)巧やが拓な信号を旧0巧5函モ巧器の巧<では、本 g の 
S 巧を切って < ださい。 

S ホ里モ巧器げ誤動作するなどの R 普を与える場合びあります。 

夕ごを意いただをたい空モ巧器の例 

ffi 巧お•框込み型むおペースメーカ • 植込み型お細動お • その他の 
医用空気な器•乂災巧«お•自動ドア•その化の自国制おちおなど 

〇 本なの S 巧によ0里おの安をに宝巧をさたず巧れびおるため、巧空 
_ 巧巧ではま巧をお切りください。 

航空任の安をにち居をさたす恐れびあ D ます。 

航空な巧で巧巧空話の空想を入れると、罰則の巧まとなる場合びち 
ります。 

a 巧で携巧 g 話が使用でさる場合は、航空をなの柔務頁の指示に巧 
い適切にご®用ください。 


〇 む B の班い方は、着恒時の/てイブレータ(お面)や驚居音 B の設定に 
_ を*してください。 

S ホ，じ、居にお普をちえる恐れがあります。 

〇 屋巧で巧用中に至が巧り出した5、アンテナをの稱し、ただちに S 巧 
_ を切って屋巧などの安をなち所に移由!してくだを U 。 
g 重や感里の原因とな日ます。 

Q ホ巧巧ポートを目に向けてを垣しないでください。 

目に R 涅をちえる巧能性びあ D ます。 

mt 


0 ライトの巧«巧を人の目に巧づけて点打発化さだな U でくだない。 

また、ライト点な時は巧巧巧を直視しないよ5にして < ださい。 

の t 同巧にライトを化の人の目に向けてななさなないでください。 

巧力ほ下などの傷害を起こすお因とな D ます。 

巧に乳巧巧に巧して至近拒巧で活おしないでぐださい。 

また.目がく 6んだり、离いた D してけびなどのき巧の原因とな D ま 
す。 




0 自 B まなどの里ちちに向けてライトを扁巧しないでくださ U 。 
運面の巧げとな D 、 き巧の原因となります。 


0 

禁止 

医用宙気巧おなどを装蕭している場合は、巧ポケットや巧ポケット 
への装麵はおやめ <ださい。 

本巧を医巧空気ち器などの近 < で巧用すると、医巧里気なおなどの 
巧居の原因となる巧れびあ0ます。 

〇 

担5 

イヤホンマイクを本话に装着し、ヴームや音ま再生をずるち合は >適 
S なポリュームに巧おしてください。 

言置げ大さすぎると班巧の原因とな0ます。また、周囲の音び聞こえ 
にくいと、軍巧の原因とな D ます。 

0 
«止 

エア K ジグの巧くのダッシュポードなど、エアバッグの房巧による 
R ! i びホ！ちされる巧巧に本 S ち■かないでください。 

エアルリ グぴ居聞した場合、本巧が本人や他の人などに当た0，けび 
などの事故や®障およ口巧損の原因とな D ます。 

〇 

挂5 

巧び一、ティスブレイがやカメラのレンスを面担した巧には、巧れた 
ガラスや B 出した本なの巧巧にごを*<ださい。 

ディスプレイ部には巧街擊性の括お、カメラのレンズの表面には、フ 
ラスチックバネルを梗巧しガラスび巧致0にくい辑造となっており 
ますび.誤って到れた脏捐巧や S 出がに曲れますと、けびの原因とな 
D ます。 

0 
«止 

本な巧の USIM 力ードス□ットや SD 力ードス□ットに水などの巧 
巧やを S 片、おえやずいをのなどの異巧を入れないで<ださ U 。 

义災•感呈•故障の原因とな0ます。 


1 A 注意 1 


〇 

指5 

本括の巧用によ0、ち g に夏含び生じたち合は、ただちに巧用をやめ 
て医師の孩兵を受けて < ださい。 

本巧では巧巧としてを属などを桂用していまず。お客様の巧苗や巧 
卸こよっては1かゆみ•かぶれ•湿孩などび生じることびあ D ます(使 
用な料 =» P .37)。 

0 
«止 

旧気力ードなどを本 ft に巧ヴけな U でください。 

キャッシュカード•クレジットカード•テレホンカード’フロッピー 
ディスクなどの泣気データが消そてしま5ことびち D ます。 

0 
«止 

アンテナ、ストラップなどを持って本巧をふ0回さないで<ださい。 
本人や周囲の人に当たった0、ストラッフび切れた0して、けびなどの 
ま攻やな居および班損の原因とな D ます。 

〇 

指5 

本巧を長時间ご巧用になる毎合、特にちお田巧では席 < なることが 
あ日まずので、ごを宙くだを U 。 

長時間肌に«れたまま巧用していると1ほ温やけどになる巧れがあ 
D ます。 


0 a 恒音び晒っているとさや、本巧でメロティを再生しているとを 、 A 
ンスフ U — での适記中などは、スビーカーに写を巧づけな U でくだ 
禁止さい。 

難昭になる巧能性がちります。 


町 

































A デジタルテレビを巧厉ずるときは、巧巧明るし谓巧で、国面か 5 ちる 
程ちの巧巧を空けてご巧用くだを U 。 

ちを視力ほ下につながる可能性び巧ります。 


A イヤホンを巧用ずるときは音《に巧をつけてください。 

W 長時間使用して强巧になった0、巧然大をな音が出て耳をいためた 
りずる原因とな D ます。 


Q 誤ってディスプレイを巧損し、巧がの巧 H び活れたちさには、巧巧を 
□にしたり、巧い込んだり、田«にごけたりしないでくださし、 

巧がの巧 H び目や□に入った巧さは、すぐにをれ U な水で洗い流し、 
ただちに医闽のを面を受けてくださし、また、皮*や技巧に巧着した 
巧合は、ずぐにアルコールなどで巧を取日、石 S で水巧いしてくださ 
い。 

ち巧や巧«に傷害を起こず原因となります。 


Q 人のをい留所では、巧用しないでください。 

アンテナび巧の人に当たり I けがなどのき故の原因とな D ます。 

mt 


0 アンテナび曲巧したまま巧用しなし>で<ださい。 

肌に巧れるとやけどや,けがなどの軍なの原因となります。 


0 本 « に磁 SiS 巧び たちのを巧づけないで<ださい。 

強い困気を近づけると誤作国を引きちこす可能性びあ D ます。 


^モーシヨンセンサーごが用にちたっては、化ず巧囲の丘をを宙琵し、 
本宙をしっかりと巧り、なき W 上に巧り回さないでくだを U 。 

なとモーションセンサーは、本括を巧けたりおつた日して揉巧をずる沒 
能でず。お日ずさなどが原因で、乂や窃などに当たり、重大な事故や 
巧損などにつながる可能性び巧ります。 


Q 本巧にを属おなどのストラップを巧けている S 合は、モーシヨンセ 
ンサーご巧用の技、ストラジブび人や窃などに当た S ないよ5ごを 
な止 « くだを U 。 

けがなどの軍巧や巧障および破損の原因とな D ます。 


USIM 力ードの取り扱いについて 


A ミ主意 


O U 幻 M 力ード(に邸がをおり升ずちは切面面にごを意ください。 
手や指を毎つける巧能性びあ D ます。 

括巧 




AC アダプタ(巧電用 microUSB を換アダプタ 
夕含む)の取り扱いについて 


A 警告 


0 巧5やは、なや巧団でおおった0、包んだりしないでください。 
巧がこちって义災や故陣などのお因とな D ます。 

«止 


0 指ち W 巧のま巧•至圧で巧用しないで<ださい。 

おを ly? +の里想•空圧で使用ずると、义ぷゃ巧居などの原因とな D ま 
加す。 

AC アダプタ: AC 10 0V 〜24 0V 

(家庭用 AC コンセント巧用） 

また、巧巧な巧用として、巿おされている r 変圧器 J は库用しないでく 
ださい。火が•感里•巧障の原因とな 0 ます。 

長時固巧用しない巧合は、 AC アダブタを持ってプラグをコンセン 
卜ぴ S 巧し、てくださし、。 

感里•がお•巧民の原因となります。 


巧び一、水やぺットの巧などの巧が:が入った巧さは、ただちに AC ア 
タフタを持ってコンセントか己プラグを巧いてください。 

感呈•ち煙•义災の原因となります。 


〇 プラグにほこ0びつ U たとさは、 AC アダプタを持ってブラブをコ 
_ ン t ントか S 巧さ、巧いた巧などで巧さ西ってください。 

义災の原因とな D ます。 


O AC アダプタをコンセントに是し这狂ときは、 AC アダプタ•巧否用 
_ microUSB 巧巧アダフタのプラグや端子に導里巧呈巧(が»のおや 
ち5 を属片、を属 K のネックレス、ヘアビンなど)び苗れな U よラにを* 
して、届実に差し込んで < ださい。 

感里•ショート•义がなどの原因となります。 


(§) 


巧れた手で AC アダプタのブラブを巧さ是ししないでくださし、 
感里やな[居などの原因となります。 


0 垂び晴り出した 5、 AC アダブタ(巧®用 microUSB 巧巧アダプタミ 
む)には巧れないでください。 

«と感里などの原因とな0まず。 


〇 

指5 

AC アダプタ(巧呈用 microUSB 空巧アダプタまむ)のコー 
だ5巧用しないで < ださい。 

感呈•発な•乂災の原因となります。 

ドぴ«ん 

0 
«止 

AC アダプタ(巧否用 microUSB 密巧アダプタさむ)は、風 g 巧など 
の湿おのをい巧所では店用しないでくださ U 。 

感里の原因とな D ます。 

0 

Hit 

AC アダプタ(巧 a 用 microUSB 巧巧アダプタさむ)のコー 
ちいちのをのせたりしないでくだを U 。 

感里ゃ义災の原因とな D まず。 

.ドの上に 


































A ミち意 


Q AC アダプタ(巧史用 microUSB ま巧アダプタさ C ) をコンセントに 
接続しているとさは、弓 I つ掛けるなど巧い西#をちえないでくださ 
則：い。 

けがや®障の巧因となります。 


か お手入れの巧は、コンセントか已、化ず AC アダフタを持ってフラグ 
を巧いてください。 
i 巧ミ感呈などの原因となります。 


O AC アダプタをコンセントか&巧くと定は、コードを引っ巧 S ず、 
_ AC アダプタを持ってプラグを巧いてくださし\。 

ちホコードを引っ張るとコードが备つを、感里や乂おなどの原因とな0 
ます。 


^ »れた a 池ルックを巧 a しないでくださ U 。 

空おルックを発お•発义•破裂させる原因となります。 
iLt 



巧里巧了をは、コンセントか S プラグを巧 U てくださし、。 
义災や巧障の原因とな日ます。 


SD カード(試巧品)の取り扱いについて 


All" 


A g 萬な音や再いぴしたり、坦屏、発巧した時は、すぐに A ’ ソコンなど 
， F の巧用な器および巧巧巧苗のスイッチを切0、コンセン h か己空お 
ち m ブラブを巧いて、本 K 品には苗5ないで < ださい。 


A ミ主意 


0 抽!モがに直接巧れた0を属や面い巧をちてたり、シヨ ー h させた0 
しないで< ださい。 

^ 爵里気などによ D データがお垣、ミ肖失するるれがあります。 


〇 本製品は 、 SD メモ IJ 力ード規巧活巧のフォーマット巧みでず。本》 
_ 品をフォーマッ h ずるち合は、本 K 品に田巧されたデータびおホさ 
ちホれますので、別にバックアップを巧るなどして巧含して < ださい。 
バソコンおよび SD メモリカード規培が宰巧の巧器でフォーマットを 
行5と、データの書さ込み、あるいは読み出し、ミ肖去びでさないなどの 
異常び発ますることぴあ日ます。 


可 


医用電気機器巧くでの取り扱いについて 


ここで記載している巧容は、「医用里気お器への是想のお客を巧止ずるた 
めの巧巧空話端末等の使用に関する指か」（空波廣境巧語を[平成9年4 
月])に準视、な6びに r 里汲の医用おお等へのお響に関ずる調査研究巧吿 
書」（平成13年3月「社団法人空汲を業を」）の巧容を参考にしたもので 
す。 

1 A 警告 1 


〇 

指示 

ち込み型む房べースメーカおよび巧込み担!お巧動器を巧■されてい 
るちさは、ぺースメーカ巧の装着がのか 522 cm む上巧して巧巧お 
よび巧用してくだを U 。 

里波により植込み型む隱ペースメーカおよび植込み型お細動器の作 
動に R 客をちえる場合が巧ります。 

〇 

指5 

きち療8など医療篇巧の巧で、植込みおむ房ぺースメーカおよび巧 
这みお除巧動巧 U 巧の居用宙巧«1苗を巧用される場合には、 S 巧に 
ぶる RS について旧別に居用空気括苗メーカなどに届設してくだを 
い。 

里波によ0医用星気なおの巧動にお営をちまる場合があります。 

〇 

指5 

医療话 M などでは、な下を巧って < ださい。本篇のま巧によ0臣用至 
ち«苗に影 g を5ほず巧れびち D まず。 

. 手術室•集やを療き(に U ) •冠が動脈ち患監視病まに CU ) には、本 
巧を持ち込まないでくだごい。 

-お巧巧では.本をの里おを切ってください。 

-□ビーなど、巧ち S 話の使用を許可された巧巧であってら、巧<に 
医用空気巧おがあるとまは本巧の里想を切ってください。 

-医療ち関が個々に使巧察止、持ち込み禁止などのち所ををめている 
場合は、その医痴銷0の指示に巧ってください。 

〇 

指5 

巧頁空車などのお巧した坦前こしぶときは、本巧の至巧を切ってく 
ださい。巧巧に植込みおむ B ぺースメーカおよ口植込みおな巧»お 
を装着されてし巧方びいる可能巧がちります。 

空波により、お込み型む眉ベースメーカおよび植込み型お巧動器が 
誤動作するなどの影営をちえる場合があ0ます。 


ド 





























お願いとごミち意 


• 本巧は里班を库巧しているため、里波の窗 U ところ、およびサービスエ U ア9+ 
ではご使用になれません。また、サーピスエリア巧であってを、ピルの度•ビル 
巧•トンネル•巧下•山間部など.里波の弱いところ、里波の届かな U ところでは、 
ご®用になれません。また、巧話中やデジタルテレピ視お中にこのよラな場巧 
へ接動する場合、遇話やデジタルテレビ巧 g が途切れる巧合力巧りまずのでち 
らかじめご了をください。 

♦公共の場巧でご利用いただくとをは，同 a の方の迷惑にな5ないよ5にを意し 
て < ださい。 

• ホ行中に宙信した場合は、固囲のげ巧を坦認し、安をな場巧へ巧動してか S ご 
使用ください。 

• 事なや®障などによ0本 @/SD カードに登没したデータ(里話お、画苗、サウ 
ンドなど)が消ち，変化した場合のち害につをましては，当社は責任を負いか 
ねますのであ6かじめご了をくだごい。大切な里話おなどのデータは、控えを 
とっておかれることをおすずめしまず。 

• 本 S は S 波ミ去にちめ5れた無括届です。したびって、里波ミちに基づ < 検査を受 
けていただくことがあ D ます。ちら占がめご了をください。 

• 一おの里話柱やテレビヴジオなどをお拒いになって U る近くで库用すると 、 R 
客をちえる場合が巧0ますので、なるべ< 巧れた項巧でご使巧ください。 

•房き(ほうじゆ)にごを意くだごい。本樹まデジタル信号を和用した房受されに 
<い商品ですび、里波を利巧している関揉上、通常の手段を赶える方巧をと6 
れた場合には.案兰をが故意に博をするケースをまったくないとはいえませ 
むただいたラネでご厘用ください。 


丢兰ち力刷の受信 a 巧攻意またはほがにき恒ずることです。 
• 里車などので通な関で使用した場合、まれに里まなどに挖是されている里子 
巧11に»皆を与えることびち D ますのでごま意ください。 

• 巧のよラな項巧は、里話びつなが S なかった D 巧音び入ることびあ0ます。 

-製氷*産など巧に活度が下がる場巧に S かないでください。正常に動作し 
ないことが友 D ます。 

で < ださい。里戒ぴ飛びに << な0ます。 
V-OA 篇器などのな気を巧びているところ I 班波が発生してい 
るところに■かないでください。（コンピュータ•里子レンジ•スビーカー•テレ 
ピ•ラジオ•ファクシ = U •まホ幻•ワープ□•里気こたつ•インバーターエアコン- 


•落下によるをおやななど巧部からの巧投こより里あバックに異常力滑られた 


♦巧急通辑 （1 10、 119. 1 18) 発信時においては、巧急巧巧受理ち関(ち哀な 
ど)に巧して GPS 測位による位贾情巧通巧はでをません。 Sift 局測位情强を 
ちとに有出した位面ち巧を通巧します。 

•初めてお梗いのときや、長時間ご巧巧にな百なかったとさは、ご恆用前に化ず 
巧里してください。 

•里巧バックの库用時国は I 恆用巧ちや里おバックのち化度によ D 夏なります。 

• 巧のよラな場所では、巧里しないでください。 

-湿気•ほこ D •振動のをい場所 
-一坂の里話巧やテレピ•ラジオなどのぶ< 

• 巧呈中、 AC アブプタが温かくなることがち D ますび I 異常ではあ D ません。そ 
のままご恆巧ください。 


可 


♦本括を巧里中に長時間連続使巧される場合には特にごを意ください。巧里し 
ながらゲームやワンセグ巧昭などを長時間行5と本樓 ’ S おバック ’ AC アダブ 
夕•巧里用 micraUSB 巧巧アダプタの湿度がちくなることがおります。湿度の 
巧い部巧に直接長時間曲れるとお客様の巧 S や巧围によっては肌にホみやか 
ゆみ、かぶれなどび生じた日、ほ温やけどの原因となった日するるれがあ0ます 
のでこ—;主意ください。 

• 挂い衝普をちえないでくだごい。故障の原因とな D まず。 

•至おバックの使用条件により、寿命が近づ <につれて呈おバックがおれる場合 
びありますび居巧りません。 

• 本ちの FenCaU —ダー/ライター活能は、お括局の免許を要しない使巧周波 
巧13.56 MHz 巧の巧お里波を使用しています。周囲で化の U — ター/ライ 
ターをご使用の場合、十巧に班してお使いください。また、他の同一巧波なま 
を使用のお活局がぶ < にないことを垣認してお使いくだごい。 

•ディスフレイはを届なとで括ったり引っかいたりしないでください。毎つくこと 
があ0巧度や破捐の原因とな0ます。 

• 本柱で画面□ック巧除用の□ック No . 、バスワードを設ちしたち合は.お忘れ 
にな6なし、ようごま意ください。お忌れになった場合は、 a 寄りのソフトバンク 
シヨッフにて巧をの手病をが必要となりまず。その度、お客様が登録/設定し 
たの容が;肖巧しまずのでご了をくだごい。 

♦本ちでは . Google Inc . ぴ提巧する 「 Android マーケット〜 J 上より，さまさま 
なアプ U ケーシヨンのインス!ルび巧能です。お客様ご自畳でインストール 
されるこれらのアフ U ケーシヨンの巧容(品 B 、 信巧性 I 合法性、目的適合性、情 
巧の真実性.正巧性など)およぴそれにち因するすべての不具さ(ウイルス等） 
につをまして、当社は一切の巧証を致しかねます。 


自動ま巧でのご利巧におたって 


♦自動きなどを運起中に使用しないでください。安を走行を損ない.事故の原因 
となります。法令によって定め百れてし巧禁止行為をした場合は面せ5れるこ 
とがあります。 

• 車を安全な場巧に巧車させてか6ご梗巧ください。 

♦自動車巧で恆巧した巧合、車種によっては、まれにまな里モ篇器に R 普をちえ 
ることびあるため I 自動車巧で使用ずる度は、十分な巧空磁波な護がされてい 
るか、自動車胆责店にご巧認ください。安を走巧を損なう原因とな日ます。 


お取り巧いについて 


•本なは巧水/防且性能を有してお0ますび I 本沒巧部に水やお宙を侵入させ 
たり.巧用品、オフシヨン品に水やお田をがちさせたりしないでください。 S ホ 
バック ’ AC アダプタ•巧 S 用 micraUSB を巧アダプタ仰忙の1150-が3.已変巧 
アダプタ ’ USIM 力ードぷ口力ード(試供品)は巧水仕椅にはなっておりません。 
雨の友たる巧や風 S 場など I 湿気のをい巧での拒巧はおやめください。また、 
身に巧けている場合、汗による湿気によ D 巧部び巧をしな[障の原因となりま 
す。これらの水涵れによる®居と判明したち合、巧証巧象ル I ：なり僖 a でさな 
し、ことがおりまずので、あらかじめご了承ください。 

♦お手入れは乾いたまらかい巧(めがね泣をなど)で巧いてください。 

-をいた巧などで挂く摄ると、ディスプレイに毎びつく場合があります。 

-ディスプレイに水巧やちれなどが巧篇したまま巧羅すると、シ'になること 
びあります。 

-アルコール、シンナ ー. ベンジン、洗奇悔どで拭くと、西風が消そたり、色があ 
せた0ずることがち D ます。 

• 端デは時々乾いた結律で清挿して < ださい。端子び巧れていると接がが夏くな 
日、里おが切れることびお0ます。また、巧空不十巧の原因とな0ますので、巧 
れたとをは、端デををいた巧、結巧などで拭いてください。 


町 






•エアコンののさ出し□の近< に宙かないで < ださい。急激な湿度のお化によ D 
括里し、巧部び酉含し巧民の原因とな日ます。 

•本沒や呈おパックなどにお理な力びかか5ないよラに使用してください。をく 
のをのが詰まった巧巧の中に入れたり.なおのポケットに入れて厘ったりずる 
と、ディスプレイ•巧部基が星撇 f ックなどの巧損や®届の原因となりまず。ま 
た、巧■部接病篇おを巧部径病端子に差した状態のち合、コネクター巧損やな陣 
の原因とな日ます。 

• 库巧中•巧空中、本巧は活かくな D ますび I 異常ではありません。そのままご使 
巧 < ださし、 

• カメラを直射日光の当たるち前こ巧■しなして•ください。索テの退色や没付を 
を起こす巧合があります。 

•ディスフレイ面に、涅端に厚みのちるシールなどを化らないでください。®障 
の原因とな日ます。 

•本巧の里おバックを長い間巧していた D . 空お廷匿のない状態で巧宙した D す 
ると、お客様力喧綺常定した巧客が消失または変化してしまうことがあ日ます 
のでミち意してくだごし、なお、こうしたミ肖失やを化に起因する損害につきまして 
は当社は責任を負いかねますのでお6かじめご了まください。 

• 呈ホバックは.呈お廷匿なしのが態で巧营や巧贾をしないでください。 g お 
) 。ックの性能や寿命をほ下させる原因となりまず。 

• 巧常は外部择掃端モキャップをはめた状態でご使用くだごい。ほこ0や水など 
が入り巧房の原因となります。 

•巧里用 m 忙 roUSB 愛巧アタプタや microUSB -03 .己を巧アダフタをか部接 
爲端子か5巧く場合は.コードを引っ張5ずプラグを持って巧いてくだごい。 
コードを引っ張ると巧按やな届の原因とな0まず。 

• 巧け防止機巧のあるコン t ントをご使用の場合,そのコンセントの巧巧説明書 
にがってくだごい。 

♦極端な再通や但湿はをけてくだごい。温度は5で一3已で、湿度は45%~ 
8已％の範囲でご使用ください。本沒を極端に再湿なち巧に巧屋ずると、自動 
的に里おび切れる場合があります。 

• S おバックはミ肖耗品です。使用げ態などによって異なりますが、十分に巧里し 
てち巧用時巧が a 巧に巧くなったとさは里ホ/む/クの巧 SI 時巧です。指定の巧 
しい里ホ;くックをお夏い巧めください。 

♦巧里は、適正な周囲温度(已で〜35で)の場所で行って < ださい。 

• FeHCaU - ダー/ライター@能は日本国巧で使巧してください。本が DFeHCa 
リーダー/ライター巧瞄ホ曰本国巧でのお综規描こ宰巧してしほす。巧巧でご 
巧用になると巧せ5れることが巧りまず。 

♦にカード認証任能は曰本国ので使用してください。本樓のにカード認証篇能は 
曰本国巧でのお得規巧に準班し認定を巧得しています。巧巧でご度巧になる 
とのせられることびあります。 

• USIM カー 円こラベルやシールなどを貼った巧態で、本巧に巧0巧けないで< 
ださい。巧房の原因とな0ます。 

•外が接続端テに外部接爲巧器を接続する展におめに差したり、差した巧態で 
弓1っ張った D しないでください。巧有や巧損の原因とな D ます。 

•里巧カバーを巧したまま巧用しなし巧くだごレ。里ホパックび巧れたり、細草や 
お損の原因となったりしまず。 


カメラにごいて 


お客様が本巧を利用して公菊こ害しく迷惑をかける不ま行為等を行った項合、法 
律、条令 ( S 隱巧止条巧寒)にがい処罰されることがあ0ます。 


可 


スピーカーについて 


本谢まを話□とスビーカーび兼用になってし巧ため、音の再を/ち信時などに、 
大さな音びスピーカーか5直接耳に入る巧れびあ D ます。大さな音で耳を刺激す 
ると原力に悪し化営をちえる可能性があります。通話をはすぐ耳からおすなどま 
意してご使用 < ださい。 


/チパネルについて 


参タッチ J t ネルは指で居くなれるように苗計さむてしほす。指で強く巧した D . 巧 
が尖ったちの ( m / ボールペン/ピンなど)を巧し付けないでくだごい。 

巧の場合はタッチパネルに助れてち動作しないことびあります。また、誤動作 
の原因とな D ますのでごま意ぐださい。 

-手袋をしたままでの揉作 
- m の先での揉巧 

-夏物を揉げ面にのせたままでの揉巧 
-巧夏シートやシールなどをおっての揉作 
-タッチバネルび38れたままでの揉作 
-指が汗や水などで*れたげ態での揉作 
♦ポケットやかばんなどに入れて持ち置ぶとさは,画面□ックにしたが態で持ち置 
んで < ださい。画面□ックを巧をしたが態だと,誤動作を起こず原因となります。 


緊急地震速報について 


• お夏い上げ時、受信設定は巧リ巧ずる J に設定されています。 

• 受信時には、マナーモードであってをち吿音が暖動します。 

• 通語中、通信中および里巧げ態びおいち合は受信でさません。 

• お客様のご利用巧ち•状況によっては I お客技の現在巧と異なるエ U アに関ず 
る情留が受信される場ち、または受信でさない場合が友 D ます。 

• 受信設定を巧拥する J にしてしぶ場合は、こ利用時間り’饱くなることがあります。 
• 当社は情巧の巧容、受信タイ-ング、情報を受信または受信でさなかったこと 
にち因した事巧ををめ、本サーピスに M 连して発生した損害については、一切 
責任を負いません。 


Bluetooth 9 について 


♦ Blue 化〇{が巧能は日本国巧で使用してくだごい。本待の Blue 化〇化"樓能は 
曰本国巧での無洁活巧に準巧し語定を巧得しています。巧巧でご使用になる 
と罰せ百れることがち D ます。 

•本あは、 Bluetoot がを使用した通信時のセキュ U ティとして、 Bluetooth ® 
標準規巧に準巧した t キュ U ティ巧瞄こ巧応しておりますが,設定巧客などに 
よってセキュリティが十巧でない場合が巧ります。 Bluetoo 化 n をを用した通 
信を巧5居にはごを意くださし、。 

• Blue 化 ot がを使巧した通信時にデータや巧巧の巧巧び発をしましても責任 
を負いかねますので I ちらかじめご了穿;くだごい。 


町 







♦旧波な巧について 

本なの Bluetooths ’ 柱巧び使用する周お担[帯は （ 1 )(2) 【3) (4) 巧） 

巧のとお D です。 

(1) 2.4 :2400 MHz 巧を使用するお综設巧を 

表します。 

(2) FH :変围方式が FH - SS 方すであることを 

でします 。 

(3) 1:想定される与干渉店巧び1 0 mlU 下であることを示します。 

(4) XX :を調方式がその化の方式であることを示します。 

(日）4 :想定されるち干渉拒なび 40 mlU 下で巧ることを示します。 

(百 ） I ! ! -I :2400 MHz ~ 2483.5 MHz のを巧巧を巧用し、かつ 

按を巧扇則ち面の巧巧を回进不可であることを意なし 
ます。 

• Bluetoot が活 K 巧器の使用周巧致巧では、里子レンジなどの産業•抖学•医療 

巧な器のほか工場の製造ラインなどで使用されている移動巧話別巧の巧の巧 

短届(巧許を要するお括局)、および特定か空力無爲窗(巧許を要していないお 

短局) I ならびにアマチュア刪盾(巧許を要するお想局)が里用されています。 

-このな器を巧巧する前に、巧くで移動巧菌別用の毎巧お篇育および特ちか 
里力無爲商ならびにアマチュアお括局り巧用されていなしにとを坦認して 
<ださしん 

-万が一，この沒器からお動体雷別用の巧の無緑局に巧して有害な星波モ巧 
の事例が発生した場合には I 速やかに使用周波巧を変更するか、库用場所を 
変えるか I または里液の発射を巧止した上 I 下記運括巧にご連箱いたださ、 
混信回思のための処宙等(巧えば Jf — テイシヨンの設宙など)についてご巧 
設ください。 

-そのほか、この活器か5移動巧盡別用の特定か里力巧括局おるいはアマ 
チュアな短育に巧して里波干渉の事例が発ました場合など巧かお困 D のこ 
とび起さたとさは.下記連短巧へお問い合わせ < ださい。 

連活巧:ソフト/ (ンクモ/ f イルカスタマーサポート 
ソフトバンク携ち里話か61己7觸料） 

(-お里話か6おかけの場合， r おお U さわせ巧」 ( P .42) を参巧して 
<だごしん） 


Wi - Fi (無诘 LAN ) について 


•里気製品 ’AV’IDA 巧器などの班気を巧びているところや里泣巧がををしてい 
るところで使用しないでください。 

-巧気や空気巧音の R 夏を受けると巧音が大さくなった日、通信びでをなくな 
ることがあります(特に里モレンジ使巧時にはお客を受けることびちります)。 

-テレピうジオなどに巧し化き信障害の原因となったり、テレピ画面びなれる 
ことが巧ります。 

-近くに担巧の Wi-Fi アクセスポイントがを在し,同じチヤンネルを使用してい 
ると、正しくち索でをない巧合があります。 

•巧波な巧について 

Wi-F 腔巧な器げ使用する周波巧巧は、端末本巧 
の里お/む/ク挿入部に記«されていまず。ラベル 
の見かたは;夕のとお D です。 

(1) 2.4 : 2400 MHz 帯を恆巧する巧综設巧を 

表します。 

(2) DS :変围方式が DS-SS 方式であることを示します。 

(3) OF :変围方式が OFDM 方式で巧ることを示します。 

(4) 4 :想定されるちモ巧巧な力 WOmLy 下であることを示します。 

(5) 1=11=11=1: 

2400 MHz ~2483.5MHz のを巧巧を库用し、かつ移動体設別装置の 
_, ちほを回进巧巧であることを意巧します。 


(1)(2) (3)(4) 
2.4 DS/0F 4 

(5) 


2.4 FH 1/ XX 4 


( 6 ) 


Wi - Fi 握盾ち器の使用固波巧までは、里デレンジなどの産業•巧学•医療巧な 
器のほか工場の製造ラインなどで使用されているち国な窗别用の宿巧無想局 
(巧許を要- 


を要するお緑局) および巧定ル里力巧お商 (巧許を要しなし’ 

貢)び星用されてし、ます。 


>びにアマチュアお想局(巧許を要する無括局)び星巧 
. この巧器を库用する前に、近 < でち動体識別用の巧巧巧短商および巧5 
里力無線局ならびにアマチュア無想局び里巧されていないことを巧認 I 

:動巧讀別用の巧巧巧括局に巧してち害な至波^ 
5には、速やかに使用周波巧をを更するか里巧のミ 
苗巧にご運活いただを、混信回进のたゆの処置な I 


f 定か 
して 


<ださい。 

2. 万が一、このお器か5移 i 
渉の事例び発ました場さ I 
射を存止した上.下記連短巧にご運活し’ 

侧えば、 A ‘ー ティシヨンの設 a など)につしでご巧をくださし、。 

3. そのほか、この沒おか日移国体話別用の巧定か空力お巧局あるいはアマ 
チユア巧緑局に巧して里逝干渉の事例び発生した場合など巧かお困0のこ 
とが居をたとさは、下記連活巧へお巧 U さわせ < ださい。 

連紀先:ソフト J f ンクカスタマーサボート 


ソフトバンク携巧里話から157(が科） 

(一お里話か e おかけの場合、 r お問い合わせ巧 _ l 【 p .42) を参巧し 
て < ださい。） 

-利用可能なチヤネルは国によ0異な0まず。 

-航空を巧の使用は、事前にを航空をなへご坦認ください。 

- Wi - Fi を巧かで利用する場合、ご利用の国によっては使用場所、固想巧など 
び制おされている項合があります。その国の法規おなどのを件を庙話の上、 
ご利用<•ださい。 


著作権などについて 


音楽、映ま、コンビュータ•プ□グラム、データベースなどは吾作宿まによ0、その 
着作物および吾作宿若の権利が保童されています。こ5した含作物を担製するこ 
とは、個人的にまたは家庭巧で使用ずる目的でのみ巧5ことがでさます。上記目 
的を赶えて、権利者の了をな < これを拒製(データお式の巧巧ををむ)，巧を.舍 
作物の證お I ネットワーク上での田信などを巧ラと. r 著作權侵害 J 「著作柜乂宿的 
居害」として捐き賠憤の請巧や刑き処罰をきけることがありまず。 

本@を恆用して涅製など巧5場合は、看作宿まを坦巧の5え、ち切なご使用をむ 
力がてし化だきまずよう、お巧しル化します。また.本援にはカメラな能び搭巧さ 
れておりまずび、本カメラ樓能を使用して記録したものにつきましても、上記と同 
様の適切なご法用をこがけてしただきますよう、お巧いいたします。 

本技に挖君のソフトウェアはき作物であり、吾作桓、吾作者人巧桓などをはじめと 
する吾作吾等のち利力をまれており.これ5の宿巧はき巧保ちによ D 巧重されて 
しほす。ソフトウェアの全部または一部を垣製.修正あるいは改変した日、 A - ド 
ウェアか6巧巧したり.逆ア t ンブル、逆コンバイル、 U バースエンジニアリング等 
は行わないでくだごい。第与ちにこのよ5な行為をさせることを同巧です。 


を意 


巧造された本ちはを巧に使用しないで < ださい。巧造した樓器を使用したちさは 
里戒をに巧助します。本巧は,里班巧に基づ < 時を無巧設巧の巧術基準適さ証巧 
等を受けてお日、その証として r 括適マーク受 J び本技のおおシールに表示され 
てお D ます。本沒のネジを巧してのがの K 造を行った場を巧術基準適合証巧等 
が無巧とな0ます。巧術基準適合証巧等が巧巧となった状態で使用すると、星波 
まに巧曲しまずので、巧巧に梗巧されないようにお巧いいたします。 
















ワイヤレスチヤージヤーについて 


ワイヤレスチャージャーで本篇を巧里ずる閒よ、 1 U 下をご巧話の上.正しくお使い 
<ださし V 

• ワイヤレスチャージャーで巧里中、まれに固辺活巧により電巧が態が悪 < なる 
場合がお D ます。万が一巧外になつたち合は.本甫 I を一旦巧り巧し、田の表示に 
なるまで待@した上で、再度ワイヤレスチャージヤーに置をなおしてください。 
•巧里する热んワイヤレスチヤージヤーに化ってあるラベルのイラストと、本任 
の位置を合わせ、本篇をゆつ <0と證いてください。 

<正> 



•ワイヤレスチャージャーのホマークと、本巧の中マークをちわせてください。 

♦ワイヤレスチャージャーのチャージインフオメーシ3ンおよぴ本沒の通巧ラン 
フの点巧で、巧至の状態をご垣設< ださい。 

•本活にカバーなどを装是していると、カバーなどの巧 H . 厚みなどによって巧 
里でさない場合びち D ます。届実に巧空するには、カバーなどか5お D 出して 
<ださし、 

• ワイヤレスチャージャーと本活の間に、金属製ストラップなどのを属巧を巧ん 
で充里しないで < ださい。 

•巧里中はワイヤレスチャージャーと本なを動かさないでくだごい。万び一本巧 
びずれて巧至び巧止した場合は.本括を一旦巧り巧し、巧2秒をにち度ワイヤ 
レスチャージャーに a をなおしてください。 

• ワイヤレスチャージャーについて詳しくは、 r ワイヤレスチャージャー巧巧記巧 
書 J またはソフト/じクモバイルホームぺージより取扱説巧書をご坦認くださ 
し、。 


可 


防水/防塵性能にごいて 


本樹ん巧が接続端子キャップを P ぶじ、 S おカバーをしっか D とおり巧けたげ態で 

IPX が 1 JPX 7 K の防か性能と、 IP 5 X のの巧 H 性能を有してしほす。 

351 IPX 5 とは,巧运日. 3 mm のま水ノズルを使用し、钓 3 m のお班か百1 2.5 U ッ 
トル/巧のザを*但3分間を水する条件であ6ゆる方向か6巧流を当てて 
ち、里話巧としてのお能を有ずることを意麻します。 

※呂口 X 7 とは、含通で水道水、かつ静水の水深1 m のところに本篇を爵かに巧 
め、約30巧国®画をに巧り出したとさに里話なとしての巧能を有することを 
意巧します。 

&3 口已 X とは、保護度合いをおし、直径7已 ymlU 下の宙お(じん巧し、)び入った 
装豆に電話巧を8時間入れてかくはんごせ，お D 出したとさに空話巧の巧能 
をちし、かつ受をを巧持することを意なしまず。 

♦雨の中でををささずに通話、ワンセグ巧晒びできます （1 時間の雨■が 20 mm 
程聞。 

♦手が*れているとをや本巧に水活ぴついているとをは、里お力/て一の巧0けけ 
/巧り巧し,巧部接病端テキャップの M 閉はしなし1で< ださい。 

♦洗面器などに張った常适の水道水につけて I 静かにあ D 洗いをした0、巧□か 
6おめに流れる水道水を当てなびら手で洗5ことびでさます。 

-里巧カバーをしっかり巧0付けたが態で,巧部接続端デキャップが H かない 
よ5に押さえたまま洗ってくだごい。 

-洗5とさは,ブラシやスポンジ、せっけん、洗剤などは使巧しないでくださ 
しん 

-を話□や受話 □/ スピーカーに蛇□の水を直接当てないでください。 

• プールの水や巧水に浸けたり.落下させた D しないでください。 

♦おや±などが付ちしたちさには、すぐに巧い流してくだごい。を揉して固まる 
と、巧れびちちにぐ< なり、垣や巧苗の原因となりまず。 

• 風呂場で使用でをます。ただし、落船には這けないでください。 

-湿泉やせっけん、洗剤、入お奇阳)入った水には絕巧に浸けないでくだごい。 

-風呂場での長時間のご巧用はお进けください。 


ご利用におたつて 


• ご使用前に、外が接掃端デキャップ、呈ホカバーをしっけ D 结じ、完全に裝是し 
ている状態にしてください。おがな3=(巧細な《絕、塞のち、砂など)びわず 
かでち巧まると水やが B の屋入の原因となります。 

• 水中で本苗を使用(キー操作など)しないでください。 

• 巧のイラストのよラに,常湿の水しソ巧の液化などをかけたり浸けないでくだご 
い。 

<押> ' ' 

図困園 

サっ口ん/腳 /；J 剤 巧水 フール 温泉 
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■ 開けかた 

5ゾに指をかけて矢助の方向に M けてくだごい。 



■閉じかた 

因のよラに,キャップ裏面のツメを①の方向に差し込んだげ態で、⑤の方向にしつ 
かりとキャップを巧を巧し込んで取り巧けます。 



電池カパーの取り付けかた/取りがしかた 


■取りがしかた 

D 本構を手に持ち，己ゾに指をかけて、①の方向に至ミせカバーを持ち 
上げる 



回開いたすきまに指をいれ、お垣な力を加えないよう取り巧ず 
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■取り付けかた 

〇電あカバーのツメをのの方向に差し込み、③のち向にしっかり 
と巧し、取り付ける 



• ■おかて一を巧りかすとさは、水巧きを巧い、本 S の水分をよく拭き取って 
<ださい。 

• お a か卜を巧り付けるとをは、 S おか卜固辺(特に Uij む/キン)に u ミ 
や巧れび付ちしていないことを括認してください。 

• 里お力/ (一を垣案に取りなけないと、水やが S の浸入の巧れびあ0ます。 

• 呈おカバーを取 D 付ける阐ホ、 USIM 力ードや SD 力ード、里撇。ック占唯実 
に取 D 巧けられてし巧ことを垣記してください。 USIM 力ードや SD 力ードの 
挿入が不十分だと、里泡 J 拉クが USIM 力ードや SD 力ードにのり上げ、 S ホ 
カバーを取 D 巧けたおに、本活と里油カバーの間にずをまがをじて巧水/ 
防宙性能を垣な5巧合びあ0まず。 


防水/巧直性巧を巧持するたゆ,異常の有おにかかわ5ず必ず2年に1回、部品 
の巧巧が化星となります。部品の巧§は本巧をお預かりして有料にてをります。 
お聞い合わせ巧 ( P .42) または a 寄りのソフトバンクショップにご巧設くださし、。 


水に濡れたときの水巧をについて 


本柱を水に巧らした場合、必ず下記の手厢で水巧きを巧ってくだごし、。 

•ち話口や受話口/スピーカーに水巧び巧ちしていると受話音やメ □ディ音な 
どがかごくなり.音巧ぴ惠くなる場さ占巧ります。その場合、 lU 下の手順で水巧 
きを巧い，そのを十分に自おを漂させることで元に戻ります。 

D 本搪表面の水分を乾いた清潔な巧などでよくがを取る 



护 


















回本樣をしっかりと持ち、20回程度水滴び測ま•なくなるまで振る 



<を話□や畳話口/スピーカーの水巧さ> 


且送話□や夏話口/スピーカーのずをまに活まつた水は、乾いた 
清潔な巧などに本おを軽く押し当ててなさ取る 
-すさまに理まつた水分を保桂などで直接巧さ巧5ないでくだごい。 



□ 本構から出てきた水分ををいた清患な巧などで十分に巧を巧る 
-かをなさ巧ったをに本巧巧酣こ水商が巧ってし巧ち合は、水び染み出るこ 
とが友0ます。 


充電のとをは 


巧届品 I オブシヨン品は防水/巧產せ巧を有していません。巧里時,およびな呈を 
には必ず巧の点を垣露してくださレ。 

•本樓が活れていないか®記してください。水に*れたをはよく水巧ををして、 
乾し1た清潔な巧などで巧き巧って扫ち、付属のワイヤレスチャージャーに su 
た0、外部接続端子キャップを MU てくだごい。 

♦ 9 +卸接病端子キでップを関いて巧 S したちち、巧 S をはしっかりとキャップを巧 
じてくだごし、 

巧卸接扇端子か百の水やお宜の居入を巧ぐため、ワイヤレスチャージャーを度 
巧して巧里することをおすすめします。 

-本巧が活れている状態では巧巧に巧里しないで<ださい。 

-巧れた手で AC アダフタ、ワイヤレスチヤージャーに抽れないでくだごい。感 
里の原因とな D ます。 

- AC アタフタ、ワイヤレスチャージヤーは、水のかからないげ態で使用してく 
ださい。風呂場、シャワーま.台所、洗面所などの水まわりで使用しないでく 
ださい。乂災や感里の原因とな D ます。 


可 


知的財産權について 

著作権•肖像権について 


お客様が本製品を利用して巧 R またはインターネット上のホームページからのダ 
ウン□-ド等によ D 巧得したで章、画を、音楽、ソフトウェアなど第兰者び普作巧を 
有ずるコンテンツは、私的使用目的の涅製や引用などき作巧る上認め6れた場合 
を除さ、著作権者に巧がで担製、巧変、公巧を信等することはできません。 

実演や興行 I 居示物など口主、を的使用目的であっても* R または録音をお旧し 
ている場合がありますのでごミち意ください。 

また、お客様び本製品を利用して本人の同意なしに巧人の肖をを巧»したり.活 
B した化人の肖なを本人の同意なしにインターネット上のホームページに指巧す 
るなどして不特定を巧に公開ずることは、肖な権を浸きずる巧れ力巧りますので 
お控えくだごい。 


商標について 


• S ! メール > デコレメール、をデコ、スマ iz レ、コミックライフ、ムーピーライフ、と 
くするライフ、フレミアフアツシヨン、@アフ|丄スマートセキュリティ powered 
by McAfee ® は、ソフトバンクモイル株式会社の登摄商標または商標です。 

• SOFTBANK およびソフトバンクのを称、ロコは曰本国およ口その巧の国にお 
けるソフト J くンク株式会社の登资商摄または商標です。 

• rvahoolj およぴ rVahooU [ YIJ のロコマークは，ホ国 Yahoo ! Inc . の登録商 
揉または商揉でず。 


• 「おサイフケータイ J は、株式を社 NTT ドコモの登録商语です。 
• は、 フエ U カネットワークス株式をなの登録商標です。 


• microSD . microSDHC □コは SD -3 C . 
LLC の商语でず。 


m 製磐 


• QR コードは巧式をなデンソーウェーブの登録商標です。 

• rPictMa 留 C / ピクトマジック J 「 MEDIAS / メディアス J「MEDIAS NAVI / 
メディアスナビ J「Tap searchj PQuick Shot / クイックシヨット J FMEDIAS 
WELLNESS 」 roaysj「MEDIAS BEAUTYJ FBeauty up CameraJ 
「Beauty up Navi」「Beauty up Calendar」「Style up ClosetJ FBeauty 
up AdvisorJ rSutekiSnapJ 「おまかせ〕ピ ー J は NEC カシオモバイル〕 ミュ 
ニケーシヨンス株式をなの商揉または登錶商漂でず。 

• Microsoft . PowerPoint . Excel , Windows . Windows Media およ口 
Windows Vis ねは、ホ国 Microsoft Co の ora 甘 on の.米国およぴその地の 
国における商涅または登窗商標です。 

參 T 9’ ちは Nuance Communications , Inc " および米国そ 
の化の国における Nuance 巧ち法人の商標または登録商 
標です。 

• McAfee およ口その他のマークは，米国を人 McAfee , Inc またはその M 係 
さなの米国またはその化の国における登窗商標または商標です。 

セキュ U ティを連想させる財主 McAfee ブランド製品巧自の色です。 

• □ヴィ、 Rovi 、 G ガイド' G - GUIDE 、 G ガイドモバイル、 G-GUIDE MOBILE 、 お 
よぴ G ガイド関連ロコ■は、米国 Rovi Como 口 Won および/またはその関連を 
社の曰本国巧における商標または登録商標です。 

• MovieSoli がおよびその □!! マークは、株すをなモルフォの日本な5びにそ 
の化の国における登録商揉または商揉です。 

• TGoogleJ FAndroidJ FAndroid マー ケット "GmaiUTGoogle CalendarJ 
「Google MapsJ[Google TalkJFGoogle LatitudeJfYouTubeJ 
rPicasaJ および 「Goo 巨 le 」 □コ. rAndraid 」 □コ. 「 Android マーケット J □ 
3 は、 Goo 留 e Inc . の商標または登资商摄です。 










• Wi - Fi *、 Wi - Fi □コ、 Wi-Fi CERTIFIED □ゴおよ OWi-R Protected Setup 
ロコは Wi-Fi Alliance のき摄商標です。 

• Wi-Fi CERTI 円 EDI "、 Wi-Fi Protected Setu 口〜、 WPA ™ およぴ WPA 2 … 
は W レ Fi Alliance の商標です。 


でか誦 

CERTIFIED^ 


♦ 5 くらく無想スタートは NEC アクセステクニカ株式を社の登録商標です。 

♦ [ Twitter 」 のち抓ロコは、 Twitter , Inc . の登窗商標でず。 

♦ RBREEJ および 「GREEJ ロコは、グリー株式を社の登録商標または商標です。 


• rmi 川は株式会社ミクシィの登録商標です。 


•「 Facebook 」 は Facebook . Inc . の商语または登録商语です。 

•ビユーンおよ口 VIEWN のを巧:、□コは橡すを社ピユーンの商標です。 

♦ r レ〕チヨク j 、 r レ〕チヨク（ロゴ) J は.株式を社レコチヨクのき録商摄です。 

• r スグデコ!」は、巧すを社アイフリークの登録商摄です。 

♦◎ビューティーコレクションは，株式会社ルビックの登録商標です。 


♦ Copyright © CyberAg 飢 t , Inc . All Rights Reserved . 

• ATOK はな式会なジャストシステムの登録商標です。厂 


• randronavi / アンド□ナビ J 、 r ついっぷる J 、 r 旅比巧ねっと J , r ソトメモ J 、 
「 FaceCameraJ は NEC ビッグ□-プ巧式をなの商標または登録商療でず。 

• r ソラダス J は I 株式会社エムティーアイの登録商揉でず。 

• rS - SHOCK 」 は、カシオ計旨巧な式会社の登録商標です。 

• Qi マークは Wirel 日 SS Power Consortium の商標です。 

• 本監品には，日本里気株式を社のフォント rFontAvenueJ を使用しています。 
♦その化、本書に記«されているをなをおよび商品•サービスちは.各社の商標 
または登録商標です。 


その他 


•本製品は、 MPEG -4 Visual Patent PortfoHo License およぴ AVC 
Patent Portfolio License に基づをライセンスされており、お客様び個人的 
かつ非営利目的におし、て 1 U 下に記技ずるち合にお U てのみ巧用することび認 
められています。 

- MPEG -4 Visual 巧巧に牵巧する動画けソ下、 MPEG -4 Vid 的)および 
AVC 規描〔準拠する動画似下 、 AVC Video ) を記録する項合 
-旧人的かつが営利の巧巧に巧寧ずる消き者によって記窗された MPEG 4 
Video および AVC Video を再まする場合 
- MPEG -4 Video およぴ AVC Video を提供することについて MPEG-LA 
よりライセンスを受けた者か6提なされる MPEG 4 Video およぴ AVC 
Video を再生する属合 

上記 U 巧の梗用についてのライセンスは巧ちされていません。プ□モーシヨ 
ン、社の用.営利目的などその化の用逊こ使用するち合には、米国法人 MPEG 
LA , LLC にお問いさりせくだごい。 （ http ソ / www . mpe 留 a . com 参巧） 

• Fel に a はソニー株式会社び H をした巧接助に力ードの巧術方式です 。 FeliCa 
はソニー巧式をなの畳録商语でず。 


可 


•本お品は Adobe Systems Incorporated の Adobe ® Flash ® Player を挖 
載しています。 

Adobe Flash Player Copyright © 1996-2012 Adobe Systems 
Incorporated . All rights reserved . Adobe 、 Flash . および円 ash □コは 
Adobe Systems Inco の orated (アドビシステムズな)のホ国な 5 口にその 
化の国における登録商標または商標です。 

「VI adobe ‘ ， 

mFLASH PLAYER 

• Bluetooth とそのロコ‘マークは 、 Bluetooth SIG , Inc . の登摄商標で、 NEC 力 
シオモ/てイルコミュニケーシヨンス巧式を社はライセンスを受けて使巧してい 
まず。その化の商標およびち巧はそれぞれの所有音に届属します。 

• ◎MTI Ltd . 


Windows の表言己について 


• Windows は Microsoft Windows operating system の陌称として表記し 
ていまず。 

♦本害では各 0 S (日本語お)を次のように巧して表記してし巧す。 

- Windows 71主、 Microsoft ®' Windows ®' 7( Starter , Home Basic . 

Home Premium 、 Professiona し Enterprise 、 Ultimate ) の!!です。 

- Windows Vista は > Windows Vista*(Home Basic、Home 
Premium 、 Business、Enter 日 rise . U 柏 mate ) の巧です。 

- Windows XP は、 Microsoft ® Windows ® XP Professional operating 
system または Microsoft ® WmdowsS ' XP Home Edition operating 
system の巧です。 


Adobe - Flash 6 Player •のご使用について 


•本製品に涅載されてし巧 Adobe ® Flash ® Player 似下「本ソフトウ x ア化し、 
しほす)は、吾作樓まによってなまごれています。お客樹ま.本ソフトウェアを 
巧巧する賠丄ソ下に掲げた事頂をお守りくださし、。 

①本ソフトウェアをち製し頑巧しないこと。 

⑤本ソフトウェアを改変もしくはほ訳しないこと、または本ソフトウェアの二次 
的含巧均を作成しないこと。 

⑤本ソフトウェアをリバースエンジニア U ング、逆コンバイルをしくは逆アセン 
プルしないこと、または本ソフトウェアのソースコードの巧巧を試みないこ 
と。 

④本ソフトウェアの梗制こよって巧ったが生損害,間接損害,付随的損害、特別 
損害、または利巧の巧巧に巧する賠償請巧をしないこと。 


GPL / LGPL 適用ソフトウエアについて 


•本製品には . GNU General Public License ( GPL ) ま材ま GNU Lesser 
General Public Ucense ( LGPL ) に基づきライセンスされるソフトウェアが 
含まれてしほす。お客様は,当該ソフトウェアのソースコードを入手し、 GPL ま 
たは LGPL に巧い、涅製.巧巧およびな変することびできます。 

GPL およ口 LGPL の詳細んホーム画面で回 — r 設赶 — r 端末情制—ほ 
的情诺 J — はーブンソースライセンス」を参照してください。 


■ ソースコー ドの入手方を 

ソースコードの入手方法については、下記ウェブサイトにてご系巧しています。 
http :// www . n - keitai . com / guide / download / 

なお、ソースコードの巧容等についてのご HPcg にはお答えいたしかねますので、 
予めご了をください。 
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携帯電話隱の比の収率 ( SAR ) 口いて 


このお種101 N の揖帯呈話篇は、国びちゆた里波の人なののに関する巧桐基準 
に適合してしほす。 


この巧巧基準は,人巧頭部のそばで库巧する携帯里話苗などのお巧活器か5を 
出される里波び人間の涅康にお客を及ぼさないよラ、科学的損班に基づいてちゆ 
られたちのであ D 、 人巧脚頭部に吸昭される里波の平巧エネルギー呈を表す比 
吸の至 ( SAR:Specmc Absorption Ra 化）について、これび 2 W / kg ■の許容 
値を越えないこととしています。 

この許客値は > 使用者の年おや貴巧の大きさに関巧な < 十分な安全率をさん 
でお0,世巧が程括関 ( WHO ) とお力関なにある国房が S な巧が巧防雷委呂を 
(に N 旧 P ) び示した国お的なガイドラインと同じ恒になってしほす。 


この携ま里話巧101 N の SAR は0.285 W/kg です。 

この個よ、国び定めた方泡こない、男を里話なのち信里力を S 大にして測定され 
た最大の値です。 

個々の製品によって SA 刊こをかの差具び生じることちあります化いずれを許容 
値をお是しています。 

また、携を里話柱は、巧ち空話基化育との通信に化要な S を!!居のを信 S 力になる 
よ5設計されているため、実房に通話しているげ態では.通常 SA 刊まよりかさい 
値となりまず。 

SAR について、さらに詳しい情報をお巧 D にな0たい方は、下記のホームページ 
をご参おください。 

巧巧省のホームページ 

http://www.tele.SQumu.gci.jP/j/ele/index.htm 
社団法人里波産美会のホームページ 
http://www.arib-emf.org/ 

&巧術基準については.空巧を関連省を(おお設届規則萬14乗の 2) で汚をさ 
れています。 


r ソフトバンクのポディ SAR ポリシ ーJ について 


* ボディ【身な) SAR とは： 

巧巧 ■話 《 本巧を身巧に爱蕭したが態で.携帯里話播にイヤホンマイク等を装是 
して追病通話をした場合の S 大送信里力時での比吸収を ( SAR ) のことです。 


* 半 itlElES(SAR) : 

日巧商運巧适窗げ態で測ちした恒を担 K していまず。 

ボディ SAR に関する巧術基幸として,米国連巧通信委員会 ( FCC ) の基華およぴ 
欧か i における情库を掲畳しています。詳结 I は r ホ国運巧通信を員を ( FCC ) の至波 
ばく空の K 呈に関する情報」 r 欧州における里逝ばく S の R 客に関する情報」をご 
参巧くださし、 

*** 育巧装是の場合； 

一植的な携ま里話の装是法として身体か 6 1 .5 センチに巧度を保ち携ち呈話活 
の背面を貴俯こ向ける位贾で測定試窝を実施してしほす。里波ばく S 要件を满 
たすためには、身巧から1.已センチの担班に携帯 S 話を固を出巧る装身具を使用 
し、ベルトク U ツプやホルスター等には金ち卸品のをまれていないちのを涅んで 
<ださし V 


ソフト/じクモパイルのホームべージか6を巧容をごち記いただけます。 
http ソ / www . softbankmobile . co . jp / ja / info / 日 ublic / emf / emf 02 .html 


r 米国連邦通信委員を (FCC) の電波ぱく露の影 
響に関ずる情報」 


米国連邦通信を員をの指がは、巧立した巧を8関が定巧的かつ周到に巧を的研 
巧を行った結果巧をされた夏宰に S づいてし巧す。 

この許容値は、 ffi 用音の年苗や健康が態にかかわろず十ザに安をな値となってい 
ます。 

资巧空話ちからち出される里波の人体に巧ずる R 登は、比の収を ( SAR : 
Specific Absorption Rate ) という単位を用いて规ミします。 

FCC でをめ6れている SAR の許客値は、1 .6 W / kg となつています。 

測定試廣は援種ごとに FCC 力巧めた位置で実施され、下記のとおりに巧って育巧 
に装青した場合は 0.79 W / kg です。 


身巧装是のち合： 

この携巧空話活101 N では、一巧的な巧帯空話の装着まとして身巧から1 .0 セン 
チにおなを巧ち携帯里話苗の背面を身巧に向ける位丽で測定試験を実陆してい 
ます。 

FCC の里波ばく S 要件を巧たすためには,身巧から1 . Ot ンチの巧摩に巧お呈話 
を固定出来る装身具を使用し、ベルトク U ップやホルスター等にはをちが品のを 
まれていなし1をのを還んでください。 

上記の条件に該当しない装身具は， FCC の里巧ばく S 要件を巧たさない場合ち 
おるので任用を涅けて < ださい。 


比巧のを ( SAR ) に関するさらに詳しい情巧をお知りにな日たい方は下記のホー 
ムページを参巧してくだごい。 

Cellular Telecommunications & Internet Associaticin ( CTIA ) のホーム 
ぺージ 

http ソ / WWW . C 甘 a.o 旧(巧でのみ） 


r 欧州における電波ぱ<露の影響に関する情報 J 


この携ま呈話な1 □ 1 N はお結を受信な器です。本品は国お指針の巧おする里波 
の許容値を赶えないことを垣認しています。この指かは、巧立した巧学な関であ 
る国おが里强巧お想巧雷委員を(に N 旧 P ) び巧をしたをのであ Di その許客値 
は I 使巧者の年がや涅康状態にかかわらず十巧に安全な値となっています。 
涅巧空話あからち出される里波の人体に巧する R 普は、比吸収を ( SAR : 
Spec 讯巳 Absorption Rate ) という単位を用いて規定します。 

携帯稱器における SAR 許客値は 2 W/lcg で.育巧にま是した場合の SAR の S 宙 
値は0.307 W / kgS です。 

SAR 測定の樹こは、迸！里力を S 大にして測ちするため、奏房に通話してし巧げ 
態では、巧常 SAR よりルさい値とな D ます。これは、携帯里話横は、通信にを要な 
S ほ巧のを信里力で夏巧局との通信を行 5 よラに設計されているためです。世巧 
巧挂沒関は.モバイルなおの使用に関して、現在の抖学巧巧では人体へのお影當 
はお認されてし巧いと表明してしほす。また、里逝の K 空を抑えたい場合口ん 
通話時間を巧くずること、または巧巧里話@を頭部やき巧から巧して植巧するこ 
とび出来る J t ンズフ U — 用柱器の利用を巧奨しています。 

さらに詳しい情唐をお知りになりたい場合には世界巧桂樓関のホームぺージをご 
参お < ださい。 

( http :// www . who . int / emf ) (巧でのみ） 


※身俯こ爱宙したち合の測定試度は FCC が定めた夏華に巧って実施されていま 
ず。値は防州の条件に基づいたをのです。 
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General Notes _ 

Radio Frequency (RF) Electromagnetic Safety 


For body-worn operation, this phone has been tested and meets RF 
energy exposure guidelines when used with accessories containing no 
metal, that position handset a minimum of 15 mm from the body. Use of 
other accessories may not ensure compliance with RF exposure guidelines. 


Specific Absorption Rate (SAR) 


SoftBank 101 N meets the MICs* technical regulation for exposure to 
radio waves. 

The technical regulation established permitted levels of radio frequency 
energy, based on standards developed by independent scientific 
organizations through periodic and thorough evaluation of scientific 
studies. 

The regulation employs a unit of measurement known as the Specific 
Absorption Rate, or SAR. 

The SAR limit is 2 watts/kilogram (W/kg)** averaged over ten grams of 

The limit includes a substantial safety margin designed to assure the 
safety of all pe 口 ons, regardless of age/health. 

The value of the limit is equal to the international guidelines 
recommended by ICNIRP***. 

The highest SAR value for this mobile phone is 0.285 W/kg when tested 
for use at the ear. 

While there may be differences between the SAR levels of various phones 
and at various positions, all phones meet MICs technical regulation. 
Although the SAR is determined at the highest certiTied power level, 
the actual >AR of the phone during operation can be well below the 



For more information about 5AK, see the following websites: 

• Ministry of Internal Affairs and Communications (MIL) 
http://www.tele.soumu.go.jp/e/sys/ele/body/index.htm 

• Association of Radio Industries and Businesses (ARIB) 
http://www.anb-enTf.org/ (Japanese) 

*Ministry of Internal Affairs and Communications 

**The technical regulation is provided in Article 14-2 of the Ministry 
Ordinance Regulating Radio Equipment 

***lnternational Commission on Non-Ionizing Radiation Protection 
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SoftBank Body SAR Policy 


For body-worn operation, this mobile phone has been tested and meets 
RF exposure guidelines when used with an accessory containing no metal 
and positioning the handset a minimum 15 mm from the body. Use of 
other accessories may not ensure compliance with RF exposure guidelines. 

For more information, see SOFTBANK MOBILE Corp. Website: 
http://www.softbankmobile.co.jp/ja/info/public/emf/emf02.html (Japanese) 


FCC Regulations 


This mobile device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is 
subject to the following two conditions: 

(1)This device may not cause harmful interference, and (2) this device 
must accept any interference received, including interference that may 
cause undesired operation. 

This mobile phone has been tested and found to comply with the limits 
for a Class B digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These 
limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. 

This equipment generates, uses and can radiate radio frequency energy 
and , け not installed and used in accordance with the instructions, may 
cause harmful interference to radio communications. However, there is 
no guarantee that interference will not occur in a particular installation; 
if this equipment does cause harmful interference to radio or television 
reception, which can be determined by turning the equipment off and on, 
the user is encouraged to try to correct the interference by one or more 
of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that 
to which the receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
Changes or modifications not expressly approved by the party responsible 
for compliance could void the user's authority to operate the equipment. 


FCC RF Energy Exposure Information 


Your handset is a radio transmitter and receiver. It is designed and 
manufactured not to exceed the emission limits for exposure to radio 
frequency (RF) energy set by the Federal Communications Commission of 
the U.S. Government 

The guidelines are based on standards that were developed by independent 
scientific organization through periodic and thorough evaluation of 
scientific studies. The standards include a substantial safety margin designed 
to assure the safety of all persons, regardless of age/health. 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR 
limit set by the FCC is 1.6 W/kg. The tests are performed in positions and 
locations (e.g. at the ear and worn on the body) as required by the FCC 
for each model. 









The highest SAR value for this model handset as reported to the FCC 
when tested for use at the ear is 0.57 W/kg, and when worn on the body 
in a holder or carry case, is 0.79 W/kg. 

Body-worn Operation: This device was tested for typical body-worn 
operations with the back of the handset kept 1.0 cm from the body. To 
maintain compliance with FCC RF exposure requirements, use accessories 
that maintain a 1.0 cm separation distance between the user's body 
and the back of the handset. The use of beltclips, holsters and similar 
accessories should not contain metallic components in its assembly. Non- 
compliance with the above restrictions may result in violation of FCC RF 
Exposure guidelines. 

The use of accessories that do not satisfy these requirements may not 
comply with FCC RF exposure requirements, and should be avoided. The 
FCC has granted an Equipment Authorization for this model handset 
wrth all reported SAR levels evaluated as in compliance with the FCC RF 
emission guidelines. SAR information on this model handset is on file with 
the FCC and can be found under the Display Grant section of 
http://www.fcc.gov/oet/ea/ after searching on FCC ID A98-AOX4655. 
Additional information on Specific Absorption Rates (SAR) can be found 
on the Cellular Telecommunications & Internet Association (CTIA) Website; 
http://www.phonefacts.net. 


European RF Energy Exposure Information 


Your mobile device is a radio transmitter and receiver. It is designed 
not to exceed the limits for exposure to radio waves recommended 
by international guidelines. These guidelines were developed by the 
independent scientific organization ICNIRP and include safety margins 
designed to assure the protection of all persons, regardless of age/health. 

The guidelines use a unit of measurement known as the Specific 
Absorption Rate, or SAR. The SAR limit for mobile devices is 2 W/kg and 
the highest SAR value for this device when tested at the ear was 0.288 
W/kg*. As mobile devices offer a range of functions, they can be used in 
other positions, such as on the body as described in this User Guide. In 
this case, the highest tested SAR value is 0.307 W/kg. As SAR is measured 
utilizing the devices highest transmitting power the actual SAR of this 
device while operating is typically below that indicated above. This is due 
to automatic changes to the power level of the device to ensure it only 
uses the minimum level required to reach the network. 

The World Health Organization has stated that present scientific 
information does not indicate the need for any special precautions for the 
use of mobile devices. They note that if you want to reduce your exposure 
then you can do so by limiting the length of calls or using a hands-free 
device to keep the mobile phone away from the head and body. 

♦Tests carried out in accordance with international guidelines for testing. 
** Please see Radio Frequency (RF) Electromagnetic Safety on P.31 for 
important notes regarding body-worn operation. 
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Declaration of Conformity 


C€ 0168 ① 

In some countries/regions, such as France, there are restrictions on the use 
of Wi-Fi. If you intend to use Wi-Fi on the handset abroad, check the local 
laws and regulations beforehand. 

Hereby, NEC CASIO Mobile Communications, Ltd. declares that 101 N is in 
compliance with the essential requirements and other relevant provisions 
of Directive 1999/5/EC. 

A copy of the original declaration of conformity for each model can be 
found at the following Internet address: http://www.n-ke け ai.com/ 


町 






暗証ま号について 


本機のご利用にあたっては、ネットワーク暗証番号 
(発着信規制用暗記番号)が必要になります。 

ご契約時の4巧の暗話番号で、契約内容の変更や才 
プシ ヨン サービスを一般電話から操作したり、発着 
信規制サービスの設定を行ラとをに使巧します。 


ネットワーク暗詔番号(発着信規制用暗証番号)はお忘 
れにな5ないよう、また、他人に知5れないようごま意 
<ださい。 

万一、ネットワーク暗証番号(発着信お制用暗巧番号） 
び他人に知6れ悪用された場合、その損害については、 
当社は一切の責任を負いかねます。 

入力を3回続けて間違えると、発着信そ見制サービスの 
設定変更がでさなくなります。この場合、ネットワーク 
暗罰番号(発着信規制巧暗証番号)の変更が必要となり 
ますので、ごま意ください。詳しくは、お問い合わせ先 
( P .42) までご連絡ください。 

む前、携帯電話か5発着信規制用暗証番号を変更され 
たお客様は、発着信規制を設定する際に、その変更され 
たま号を入力してください。 
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PIN コード設定 


PIN コードは第云ちによる本機の無断使巧を防ぐた 
めに使用する暗記番号です。 

お買い上げ時は「999引に設定されています。 


PIN コードの入力を3回間違えると、 FIND ック状態に 
なります。その劇ま、 PIN ロック解除〕ード ( PUK 〕一 
ド)が必要となりまず。 PIND ック解除コードについて 
は、お問い合わせ先 ( P .42) までご連絡ください 。 PUK 
コードを10回間違えると、 USIM 力ードが□ックさ 
れ、本機が使用でさなくなりまず。 

その際には、ソフトバンク ショップ にて USIM カード 
の再発巧(有償)び必要になります。 


PIN コードを有効にずる 


PIN コードを有効にすることで、 USIM カードを本機 
に取り付けた状態で電源を入れたとを、 PIN コード 
を入力する画面を表示するよラに設定することがで 
さます。 

〇ホーム画面で胃^「設定_1-け見在地情報とセキユリ 

ティ_|^「円1\1設定_| 

且 「 PIN 入力設赴（✓表示)一 PIN コードを入力一 rOKJ 


円 N コードををまずる 


PIN コードの変更は、 PIN コードを有効にしている 
場合のみ巧えます。 

||ホーム画面で胃^「設定_1^け見在地情報とセキユリ 
テイ _|- r 円 N 設定 J 

且 「 PIN を更」一現をの円 N コードを入力一 rOKJ 
且巧しい円 N コードを入力一 rOKJ 一巧しい円 N コードを 
再度入力一 roK 」 









巧用ネオ料 

101 N 本体 


巧装ヶース 

ディスプレイ面 

ナイ□ン恩脂、 UV コーティング 

ち綱 

ナイ□ン窗脂、ずず窺着 + UV 
コーティング 

ボトムパーツ 

PC 筒脂、すず蒸着+ U V コーティ 
ング 

ディスプレイバネル 

強化ガラス、フッ素コーティング 

ディスプレイ面バネル 

アクリル +PC 複合樹脂、 A - ド 
コート 

ライトおよぴホ列棟ポートバネル 

カメラバネル 

カメラ U ング 

ABS 恩 a 旨、ずず寒着+ UV コー 
ティング 

お te カバー 

表面 

PC 樹脂、 UV コーティング 

止水部 

シリコーンコム、フッ素コーティ 
ング 

キー 

電源キー 

PC 恩脂、すず蒸着+ U V コーティ 
ング 

音置キー 

外部接続端子 
キャップ 

本体 

PC 樹脂+ポリエステル系熱可塑 
性エラストマー、すず裹着 +UV 
コーティング 

止水部 

シリコーンゴム、シ U コーンコー 
ティング 

ワンセグ用 
アンテナ 

上段及び中段 

ステンレス合金 

下段 

ニッケルチタン合金 

巧元ヒンジ部 

ステンレス合金 

先端キャップ 

ABS 測旨 

g 巧バック 
収納部 

側面 

ナイ□ン窗脂 

底面 

マグネシウム合金 MD 1 D(J 旧） 
相当品、化成処理 

□ックスイッチ 

POM 筒お 

巧巧フレーム 

PC 測旨 

レバー 

ステンレス合金 

ネジ 

ステンレス合金、黒染め 

巧巧瑞テ 

巧巧端子コネクタ 
本体 

LCP 刷旨 

端子部 

リンセイ銅、金メッキ 


可 


電池パック 


畢おバック 
(端テ） 

電池パック本体 

樹脂部: PP 樹脂 
ラペレ: PET 制旨 

端子部 

ガラスエポキシ筒 B 旨、金メッキ 


ワイヤレスチヤージャー 


ワイヤレス 
ナヤージヤー 
本体 

列装ケース 

PC 窗脂 

充空アシストボタン 

コネクタ挿入 □ 

PA 樹脂 

き用 AG 
アダプタ 

アダプタケース 

PC 樹脂 

里おフラグ 

黄资、ニッケルメッキ 

キヤップ 

TPE 剛旨 

コード 

コネクタ先端部 

PBT 剛呂 

コネクタ部 

黄资、ニッケルメッキ 


巧電用 microUSB 変換アダプタ 


microUSB プラグ部 

ステンレス合金、ニッケルメッキ 

キヤツプ 

P 0 樹脂 

コード 

TPE 欄旨 


のゎの113日-巧3.5変換アダプタ 


マイク部 

ABS 剛旨 

イヤホンプラグ挿入 □ 

PBT 亂呂 

microUSB プラグ部 

ステンレス合金、ニッケルメッキ 

キャップ 

熱可塑性ゴム化合物 

コード 

TPE 剛旨 
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ネットワークを利用して本機のソフトウエア更新が 

必要かどラかを確認し、必要なとさには更新びでさ 

まず。 

参ソフトウてア更新を実巧する前に電池残量び十分かご 
確認ください。 

• ソフトウエア更新は電波状態のよいところで、移動せず 
に行ってください。 

参ソフトウエア更新中は、ほかの機能は操作できません。 

♦必要なデータはソフトウエア更新前にバックアップす 
ることをおすすめします(一部ダウン□ー ドしたデータ 
などは、バックアップできない場合もあります)。ソフト 
ウエア更新前に本機に登録されたデータはそのまま残 
りまずび、本機の状況(故障など）により、データが失わ 
れる可能性びありまず。データ消失に関しては、当社は 
責任を負いかねますので、あ6かじめご了承 < ださい。 

参ソフトウてア更新中は絶巧に電池パックや USIM カー 
ドを取り外したり、電源を切5ないでください。更新に 
失敗ずることがありまず。 

参ソフトウ I ア更新に失敗すると、本機び使用でをな<な 
ることがあります。その場合はお問い合わせ先 ( P .42) 
までご連給ください。 

Mfcl Sr A ムも山‘ 

田ホーム画面で胃^「設定_1-1'端末情報_1^「ソフト 
ウェア夏新」 

• LU 降は、画面の指示に従って操作してください。 

ソフトウエア更新が完了ずると、自動的に再起動しま 
す。 


-ソフトウエア更新をに再起動しなかった場合は、電ミ也 
パックを取りがし、再度取り付けてか5電源を入れ直 
して < ださい。 

上記の動作を行っても起動しない場合は、お問い合わ 
せ先 ( P .42) まで、ご連絡ください。 




巧証とア フターヴー ビス 


本機をお買い上げいただいた場合は、保証書が付い 
ておりまず。 

参お買い上げ店名、お買し、上げ日をご垣認ください。 

参内容をよくお読みのラえ、大切に保管してください。 

• 保詔期間は、保註書をご覧ください。 

修理を依頼される場合、お問い合わせ先 ( P .42) または 
最寄りのソフトバンク ショップへ ご相談ください。その 
際できるだけ詳しく異常の状態をお聞かせください。 

• 保註期間中は保記書の記載內容に基づいて修理いたし 
ます。 

参保証期間をの修理につさましては、修理により機能が維 
持でをる場合は、ご要望により有償修理いたします。 


•本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通話 
などの機会を逸したために、お客様、または第云者が 
受け5れた損害につきましては、当社は責任を負いか 
ねますのであ5かじめご了承<ださい。 

-故障または修理によ0、お客様が登録/設定した内容 
び消失/変化する場合がありますので、大切な電話很 
などは控えをとつておかれることをおすすめします。 
なお、故障または修 S の際に本機に登録したデータ 
(電話根/画像/ヴウンドなど）や設定した内容び消 
失/変化した場合の損害につきましては、当社は責任 
を負いかねますのであ5かじめご了承ください。 

•本製品を分解/改造すると、電波法にふれることがあ 
ります。また、改造された場合は修理をお引き受けで 
をませんので、ごま意ください。 

‘アフターサービスについてご不明な点は、最寄りのソ 
フトバンクシヨッブまたはお問い合わせ巧 ( P .42) ま 
でご連絡ください。 
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お巧い合わは巧一覧 


お困りのときや、ご不明な点などがございましたら、 
お気軽に下記お問い合わせ窓口までご連絡ください。 
電話番号はお間違いのないよラにおかけください。 


ソフトパンクカスタマーヴポート 



ソフトバンク携帯電話か6 :1已7(無料） 

—般電話か日：© 0800■■日1 9-01 已7(無料) 


紛失-故障受付 


ソフトバンク携帯電話か6 :113觸料） 

—般電話か日：©0800■■日 19-01 13(無料） 

IP 電話などでフリーコールが繫がらない場合は、 
恐れ入りますが下記の番号へおかけください。 


東日本地域 

022-3 S 0- 4380(有料） 

東海地域 

〇已 2-388-2002( 有料） 

関西地域 

06-7 臣白白-01 SO (有料） 

中国•四国•九州- 
み縄地域 

0白2-白 87-0010( 有料） 


スマー トフオンテクニカル サポー トセン ター 

スマートフオンの操作案内はここから 
ソフトバンク携帯電話かを151傭料） 

—般電話か弓:® 0800-1700-151 無料） 


ソフトバンクモバイル国際コールセンター 

ミ毎がか5のお問い合わせおよび盗難•紛失のご連絡 

+8 1-3-53 已 1-3491 

(有料、ソフトバンク携帯電話か5は無料） 




















